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英検 2 級要約 練習問題(3) 

 

【解答例】 

Having side jobs has become a popular way for workers to earn additional income. It increases 

financial stability and allows employees to develop diverse skills with flexible schedules. However, 

workers need to understand that it can cause exhaustion by consuming personal time and may create 

burden with increased working hours and regulations. (52 words) 

 

【パターン C テンプレート使用】 

More and more people are having side jobs. This brings benefits, including increasing financial stability 

and allowing workers to develop diverse skills with flexible schedules. On the other hand, it causes 

problems, such as exhaustion by consuming personal time and creating burden with increased working 

hours and regulations. (48 words) 

 

パターン C（現在進行形型・トレンド感） 

More and more people are [動詞の ing 形]. This brings benefits, including [メリット 1] and [メリット 2]. 

On the other hand, it causes problems, such as [デメリット 1] and [デメリット 2]. 

[動詞]する人が増えている。 

[メリット 1]や[メリット 2]といった利点がある。 

一方で、[デメリット 1]や[デメリット 2]といった問題も生じる。 
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【パターン C】 

今日では、人々はさまざまな職業において追加の収入源にますます関心を持つようになっている。こ

うした傾向の中で、副業を持つことが特に注目を集めている。最近では、より多くの労働者がこの可

能性を探り始めている。 

これにはどのような利点があるのだろうか。副業を持つことで、全体的な経済的安定性が大きく向上

する。複数の収入源を持つことで、依存度が低くなり、より大きな経済的安心感が得られる。さらに、

代替的なキャリアを開発することで、従業員の職業的負担を軽減できる。より多様なスキルが身につ

き、労働者はより柔軟なスケジュールで自分の興味を追求できるようになる。 

しかし、副業を持つことにはいくつかの欠点もある。追加の仕事量が休息のための個人的な時間を

消費するため、従業員は疲労の問題に直面する可能性がある。さらに、労働時間が増加することで、

雇用者が残業への規制を受けたり保険の費用を負担しなければならなくなる場合がある。そのため、

これを疲れる、圧倒されると感じる人もいる。 

 

【解答例】 

副業を持つことは、労働者が追加収入を得るための人気の方法となっている。経済的安定性が向上

し、従業員は柔軟なスケジュールで多様なスキルを身につけられる。しかし、労働者は、個人的な時

間を消費することで疲労を引き起こす可能性があり、労働時間の増加や規制によって雇い主に負担

が生じる場合があることを理解する必要がある。 

 

【パターン C テンプレート使用】 

ますます多くの人々が副業を持つようになっている。これには、経済的安定性を向上させることや、労

働者が柔軟なスケジュールで多様なスキルを身につけられることなどの利点がある。その一方で、個

人的な時間を消費することによる疲労や、労働時間の増加や規制による雇い主の負担増加などの

問題を引き起こす。 

  


